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都
農
業
会
議
と
農
委
会
地
区

協
議
会
・
連
合
会
は
「
第
58
回

東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者

大
会
」
を
平
成
29
年
３
月
２
日

（
木
）
、
午
後
１
時
よ
り
Ｋ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル
（
昭
島
市
民
会

館
）
で
開
催
し
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
国
に
対
す
る
要

望
事
項
や
、
農
業
委
員
会
活
動

の
積
極
的
推
進
に
関
す
る
決
議

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　

ま
た
、
記
念
行
事
と
し
て
、

顕
彰
事
業
や
功
労
者
の
表
彰
式

を
行
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
な
ら
び
に
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
各
位
の
積

極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

第
58
回
東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会
を
開
き
ま
す

あ
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
は
、
改
正
農
業
委
員
会
法

が
４
月
に
施
行
さ
れ
、
農
業
委
員

が
区
市
町
村
長
に
よ
る
選
任
と
な

り
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
建
議

活
動
に
か
わ
り
、
農
地
利
用
の
最

適
化
に
つ
い
て
の
意
見
の
提
出
と

い
う
重
要
な
活
動
が
加
わ
り
ま
し

た
。
私
ど
も
東
京
都
農
業
会
議
も

一
般
社
団
法
人
と
な
り
、
従
来
以

上
の
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

都
市
農
業
に
関
し
て
は
、
都
市

農
業
振
興
基
本
計
画
が
閣
議
決
定

さ
れ
、
昨
年
末
の
税
制
改
正
大
綱

で
は
、
生
産
緑
地
の
下
限
面
積
と

道
連
れ
解
除
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
方
向
性
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
村
・
島
し
ょ
の
農
業

で
は
、
生
産
・
流
通
条
件
が
厳
し

い
中
で
農
地
の
有
効
利
用
と
生
産

振
興
の
た
め
、
農
業
委
員
会
活
動

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
ま

す
。

　

国
民
の
農
業
や
農
地
へ
の
関
心

が
高
ま
り
、
農
産
物
の
生
産
技
術

や
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
社
会

的
貢
献
な
ど
が
評
価
さ
れ
る
一

方
、
経
営
や
農
地
利
用
な
ど
へ
の

辛
辣
な
意
見
も
あ
り
ま
す
。
農
業

経
営
が
継
続
さ
れ
、
担
い
手
や
生

産
振
興
対
策
、
よ
り
良
い
制
度
や

税
制
、
農
業
施
策
を
構
築
で
き
る

よ
う
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

日
本
農
業
の
縮
図
で
あ
る
東
京

農
業
発
展
の
た
め
に
、
今
年
も
農

業
委
員
会
・
農
業
会
議
が
一
丸
と

な
っ
て
活
動
推
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

❄
❄
❄
❄
❄
❄
❄
❄
❄
❄
❄
❄

農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く

　

都
農
業
会
議
は
、

こ
の
ほ
ど
農
業
委

員

会

活

動

推

進

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

き
、
農
業
委
員
な

ど
約
３
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
青
山
佾
会
長
か
ら
、

都
市
計
画
と
都
市
農
業
を
巡
る

情
勢
や
、
東
京
農
業
の
特
徴
な

ど
に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
し
た
。

　

農
水
省
都
市
農
業
室
の
渡
邊

新
一
郎
課
長
補
佐
か
ら
は
、
都

市
農
業
振
興
基
本
計
画
と
施
策

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
12
月
20
日

に
、
農
業
委
員
・
最
適
化
推
進

委
員
現
地
研
究
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
新

た
な
農
委
会
法
で
は
、
必
須
業

務
と
し
て
農
地
の
利
用
促
進
や

新
規
参
入
の
促
進
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

都
内
に
お
い
て
も
す
で
に
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
委
嘱

し
た
農
委
会
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

担
い
手
の
規
模
拡
大
や
新
規
参

入
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
現
地

研
究
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雇
用
を
活
用
し
規

模
拡
大
を
進
め
る
認
定
農
業
者

の
笹
本
輝
明
さ
ん
と
近
藤
剛
さ

ん
、
ま
た
新
規
参
入
し
た
生
活

ク
ラ
ブ
生
協
・
東
京
の
状
況
、

さ
ら
に
青
梅
市
で
新
規
就
農
し

た
繁
昌
知
洋
さ
ん
を
支
え
る
農

業
委
員
の
支
援
や
活
動
な
ど
を

研
究
し
ま
し
た
。

　

武
蔵
大
学
の
後
藤
光
蔵
名
誉

教
授
は
、
東
京
都
農
林
・
漁
業

振
興
対
策
審
議
会
の
答
申
に
つ

い
て
、
講
演
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
都
主
税
局
の
岡
島

茂
課
長
は
、
固
定
資
産
税
や
農

地
の
評
価
・
課
税
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

東京農業の新たな展開について講演する後藤光蔵氏

「農業委員さんのおかげで青梅市で新規就農する夢が叶った」と話す
繁昌さん（中央）と新規就農を支援する石井委員（左）と加藤委員（右）

青山会長

新
年
に
あ
た
っ
て

東
京
都
農
業
会
議
会
長　

青
山　

佾

農
業
参
入
し
た
法
人
や

雇
用
を
活
用
し
て
い
る
経
営
な
ど
を
研
究

農
業
委
員
・
最
適
化
推
進
委
員
現
地
研
究
会

東
京
都
農
業
会
議
情
報
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第
９
回
常
設
審
議
委
員
会

　

平
成
28
年
12
月
16
日
に
Ｊ
Ａ

東
京
第
１
ビ
ル
会
議
室
に
て
開

催
し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。

報
告

　

①
11
月
15
日
～
12
月
15
日
の

業
務
報
告
お
よ
び
会
議
開
催
計

画
を
説
明
。
②
11
月
の
転
用
許
可

状
況
を
東
京
都
が
報
告
。

協
議

　

①
平
成
29
年
３
月
２
日
（
木
）

開
催
の
第
58
回
東
京
都
農
業
委

員
会
・
農
業
者
大
会
の
開
催
要
領

お
よ
び
大
会
の
記
念
行
事
と
し

て
行
う
第
43
回
農
業
委
員
会
等

功
労
者
表
彰
の
受
賞
者
（
農
業
委

員
功
労
者
表
彰
状
８
名
、
職
員
感

謝
状
11
名
、
農
業
功
労
者
感
謝
状

常

設

審

議

委

員

会

だ

よ

り
29
名
）
を
決
定
し
た
。
②
農
地
管

理
・
流
動
化
推
進
月
間
の
各
農
業

委
員
会
の
取
り
組
み
事
例
な
ど

を
説
明
し
た
。
③
東
京
国
税
局

開
催
の
第
32
回
納
税
猶
予
適
正

化
協
議
会
の
状
況
を
報
告
し
た
。

④
最
近
の
都
市
農
業
振
興
と
税

制
関
係
の
動
向
を
説
明
し
た
。

　

12
月
１
日
、
（
一
社
）
全
国
農

業
会
議
所
（
二
田
孝
治
会
長
）
の

主
催
に
よ
り
、
全
国
農
業
委
員
会

会
長
代
表
者
集
会
が
港
区
の
メ
ル

パ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
か
れ

ま
し
た
。
東
京
か
ら
は
21
区
市
町

の
農
業
委
員
会
長
ら
が
出
席
し
ま

し
た
。

農
地
利
用
最
適
化
に
向
け
た
施
策
推
進
な
ど
決
議

東
京
選
出
の
国
会
議
員
と
意
見
交
換
を
実
施

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
活
動
や

制
度
の
概
要
な
ど
研
究

農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会

都
内
全
域
で
農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施

重
点
的
な
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
む

農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間

　

第
１
部
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
岩
手
県

北
上
市
や
栃
木
県
栃
木
市
、
福
岡

県
糸
島
市
な
ど
の
農
業
委
員
会
か

ら
農
地
利
用
の
最
適
化
に
関
す
る

先
進
的
な
取
組
に
つ
い
て
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
協
議
で
は
、
「
農
地

利
用
の
最
適
化
に
向
け
た
施
策
推

進
に
関
す
る
要
請
」
や｢

新
・
農

地
を
活
か
し
、
担
い
手
を
応
援
す

る
全
国
運
動
の
推
進
に
関
す
る
申

し
合
わ
せ
」
、｢

情
報
提
供
活
動

の
一
層
の
強
化
に
関
す
る
申
し
合

わ
せ
」
な
ど
が
全
会
一
致
で
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
の
終
了
後
、
東
京
の
農
委

会
長
ら
は
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

に
移
動
し
、
東
京
都
選
出
の
国
会

議
員
と
の
意
見
交
換
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
に
は
７
人
の

衆
議
院
議
員
が
出
席
し
、
今
年
５

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
国
の
都
市

農
業
振
興
基
本
計
画
の
実
現
に
向

け
た
課
題
や
進
捗
状
況
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
に
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
特
定
社
会
保
険
労
務
士

の
藤
本
紀
美
香
氏
が
『
公
的
年
金

制
度
の
概
要
と
「
農
業
者
年
金
」

に
つ
い
て
』
と
題
し
た
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

藤
本
氏
は
「
現
在
は
確
定
拠
出

年
金
の
人
気
が
高
く
、
企
業
年
金

で
も
確
定
拠
出
型
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
農
業
者
年
金
も
確
定
拠
出

型
で
時
代
に
即
し
た
制
度
と
な
っ

て
お
り
、
農
業
者
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
の
多
い
、
魅
力
的
な
年
金

で
あ
る
」
と
専
門
家
か
ら
見
た
制

度
の
特
長
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。

　

都
内
各
区
市
町
村
は
、
８
月
か

ら
10
月
を
農
地
管
理
・
流
動
化
推

進
月
間
と
設
定
し
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
農
地
利
用
状

況
調
査
（
農
地
法
第
30
条
）
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
、
農
地
利
用
状
況
調
査
に

つ
い
て
は
、
農
業
委
員
が
日
常
活

動
と
し
て
地
域
の
全
農
地
を
見
ま

わ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
月
間

で
は
、
地
域
の
見
回
り
の
強
化
と

農
業
委
員
会
組
織
と
し
て
、
重
点

的
な
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

狛
江
市
農
業
委
員
会
（
小
川
芳

文
会
長
）
は
、
農
業
委
員
全
員
で

生
産
緑
地
や
納
税
猶
予
適
用
農
地

な
ど
の
重
点
地
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
ま
わ
り
現
地
調
査
を
し
、
同
日

中
に
調
査
結
果
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
の
出
町
農
業
委
員
会

（
神
田
功
会
長
）
は
、
調
査
を
農

地
の
貸
し
手
の
発
掘
に
つ
な
げ
、

今
年
度
は
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
貸

借
の
実
績
を
上
げ
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
24
日
に

農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会
を

開
き
、
農
委
会
・
Ｊ
Ａ
の
職
員
、

加
入
推
進
員
（
農
業
委
員
）
な
ど

29
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
農
業
会
議
の
職
員
よ
り

都
内
の
加
入
推
進
の
状
況
な
ど
を

説
明
し
、
そ
の
後
東
京
農
業
大
学

の
五
條
満
義
准
教
授
に
よ
る
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
都
市
に
お
け
る

農
業
経
営
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
上

で
、
家
族
経
営
協
定
の
意
義
や
役

割
、
農
業
者
年
金
と
の
関
係
性
に

つ
い
て
、
写
真
や
図
を
使
い
、
分

か
り
や
す
く
説
明
を
し
ま
し
た
。

国会議員と都市農業について活発に
意見を交換した

農業者年金について説明する藤本紀美香氏
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東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
が

ラ
オ
ス
の
農
業
事
情
を
視
察

法
人
化
に
よ
る
農
業
経
営
や

法
人
の
農
業
参
入
に
つ
い
て
研
究

農
業
生
産
の
法
人
化
と　
　
　
　

農
業
の
貸
借
雇
用
の
活
用
研
究
会

　

都
農
業
会
議
は
、
12
月
15
日
に

青
梅
市
で
、
12
月
22
日
に
八
王
子

市
で
、
農
業
生
産
の
法
人
化
と
農

地
の
貸
借
・
雇
用
の
活
用
研
究
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

本
研
究
会
で
は
、
法
人
化
に
よ

る
農
業
経
営
の
メ
リ
ッ
ト
や
留
意

点
ま
た
法
人
の
農
業
参
入
に
つ
い

て
研
究
す
る
た
め
、
両
日
と
も
、

ま
ず
都
農
業
会
議
よ
り
①
農
業
経

営
の
法
人
化
、
②
法
人
に
よ
る
農

地
の
権
利
取
得
、
③
農
の
雇
用
事

業
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し

た
。
続
い
て
「
農
業
事
業
体
を
法

人
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
留
意
点
」

を
テ
ー
マ
に
本
木
賢
太
郎
弁
護
士

に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

15
日
の
研
究
会
で
は
、
そ
の
後
、

青
梅
市
に
一
般
法
人
と
し
て
農
業

参
入
し
た(

株)

Ｔ
Ｙ
フ
ァ
ー
ム

の
社
員
３
人
よ
り
、
農
業
に
参
入

し
た
経
緯
や
こ
れ
か
ら
目
指
す
経

営
や
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
報

告
が
さ
れ
、
有
機
農
産
物
の
生
産

に
取
り
組
む
同
市
今
井
の
自
社
農

場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

22
日
に
は
、
農
地
所
有
適
格
法

人
の(

株)

ア
ー
バ
ン
フ
ァ
ー
ム

八
王
子
か
ら
「
同
期
３
人
組
の
農

業
奮
闘
記
」
と
題
し
、
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。(

株)

ア
ー
バ
ン

フ
ァ
ー
ム
八
王
子
は
、
会
社
の
同

期
３
人
が
早
期
退
職
し
、
農
業
を

目
指
し
設
立
し
た
農
地
所
有
適
格

法
人
で
、
続
橋
昌
志
代
表
取
締
役

か
ら
は
会
社
を
退
職
し
、
農
業
を

目
指
し
た
経
緯
や
農
業
研
修
の
状

況
、
八
王
子
市
で
農
地
を
借
り
入

れ
る
ま
で
の
苦
労
や
同
市
小
比
企

町
の
研
修
先
の
農
業
者
な
ど
の
協

力
の
も
と
現
在
も
農
業
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
農
場
を
見
学
し
、

３
人
か
ら
栽
培
の
工
夫
や
今
後
の

取
り
組
み
の
予
定
な
ど
に
つ
い
て

話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

（
眞
利
子
伊
知
郎
会
長
）
は
、
11

月
28
日
～
12
月
３
日
に
、
ラ
オ
ス

農
業
事
情
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

ラ
オ
ス
の
国
土
面
積
は
、
約

24
万
㎢
で
日
本
の
本
州
ほ
ど
の

面
積
が
あ
る
一
方
、
人
口
は

６
５
１
万
人
（
２
０
１
２
年
ラ

オ
ス
統
計
局
）
と
少
数
で
す
。

１
９
５
３
年
に
フ
ラ
ン
ス
領
か

ら
ラ
オ
ス
王
国
と
し
て
独
立
し
、

１
９
７
５
年
に
は
王
政
が
廃
止
さ

れ
、
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
と

な
り
ま
し
た
。

　

ラ
オ
ス
で
は
、
蒸
し
た
モ
チ
米

が
主
食
の
た
め
、
モ
チ
米
の
自
給

農
家
が
多
く
、
国
内
の
耕
作
地
の

約
９
割
が
稲
作
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
製
品
が

輸
入
品
で
あ
る
た
め
、
肥
料
・
農

薬
費
が
高
く
、
結
果
的
に
有
機
栽

培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

鉱
物
資
源
や
水
力
発
電
な
ど
の

主
要
産
業
が
あ
る
中
、
ラ
オ
ス
南

部
の
国
土
開
発
が
進
展
し
な
い
原

因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
時
の
地
雷
が
未
だ
多
く
残
っ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
ラ
オ
ス
北

部
に
あ
る
首
都
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン

と
市
街
地
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺

産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
古
都
ル
ア

ン
パ
バ
ー
ン
で
、
２
戸
の
農
業
経

営
、
市
場
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン

市
内
で
大
規
模
経
営
を
営
む
カ
プ

ソ
ン
フ
ァ
ー
ム
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

カ
プ
ソ
ン
フ
ァ
ー
ム
は
、
経
営

主
で
あ
る
カ
プ
ソ
ン
さ
ん
の
父
親

が
社
長
を
務
め
る
会
社
の
農
業
部

門
を
担
っ
て
お
り
、
建
設
や
不
動

産
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
部
門
も
親
族
で

経
営
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
部
門
の
従
業
員
は
24
人

で
、
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
で

葉
物
や
キ
ノ
コ
の
施
設
栽
培
、
約

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
池
で
ナ
マ
ズ
や

テ
ラ
ピ
ア
な
ど
の
魚
の
養
殖
を

行
っ
て
お
り
、
全
て
を
市
場
へ
出

荷
し
て
い
ま
す
。
農
地
の
規
模
拡

大
を
進
め
る
た
め
、
国
か
ら
70
年

の
契
約
で
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り

年
間
１
０
０
ド
ル
の
賃
貸
料
で
農

地
を
借
り
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
市
内

で
無
農
薬
栽
培
を
行
う
農
家
を
見

学
し
ま
し
た
。
約
30
ア
ー
ル
の
農

地
で
、
葉
物
を
中
心
と
し
た
無
農

薬
野
菜
、
鶏
、
う
さ
ぎ
の
生
産
・

出
荷
に
家
族
７
人
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

無
農
薬
野
菜
は
、
一
般
の
野
菜

よ
り
倍
の
価
格
で
取
引
さ
れ
て
い

ま
す
。
栽
培
に
手
間
が
か
か
り
収

穫
量
も
少
な
い
た
め
、
市
場
へ
は

週
２
回
の
み
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
か
ら
の
依
頼
で
平
成
26
年

に
無
農
薬
栽
培
を
は
じ
め
、
栽
培

方
法
な
ど
の
指
導
を
受
け
て
、
鶏

や
う
さ
ぎ
の
糞
を
堆
肥
と
し
て
利

用
す
る
な
ど
、
現
在
の
循
環
型
の

経
営
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
野
生
の
蘭
を
育
成
・

培
養
し
て
い
る
農
園
や
モ
チ
米
の

焼
酎
造
り
、
手
す
き
の
紙
造
り
が

行
わ
れ
て
い
る
村
な
ど
を
見
学

し
、
５
日
間
の
日
程
を
終
え
ま
し

た
。

カプソンファームの野菜栽培を視察した

無農薬栽培農家での参加者の集合写真

（株）アーバンファーム八王子の農場を
案内する続橋昌志代表取締役
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農
業
者
と
消
費
者
で
「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
開
く

東　

京　

都　

農　

業　

会　

議

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

東
京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会

市
内
の
野
菜
や
花
の
生
産
現
場
を
見
学

農
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
羽
村

市
民
向
け
に
農
業
通
信
を
配
付福

生
市
で
産
業
祭
が
開
か
れ
る

武
蔵
村
山
市
と
瑞
穂
町
の
農
業
を
見
学

東
京
農
業
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
開
く

２
月
～
３
月
の
日
程

２
・
２ 

㈭ 

組
織
・
活
動
検

２
・
８ 

㈬ 

農
委
会
活
動
研

２
・
10 

㈮ 

組
織
・
活
動
検

２
・
17 

㈮ 

理
事
会

２
・
17 

㈮ 

常
設
委
員
会

２
・
17 

㈮ 

大
会
運
営

３
・
２ 

㈭ 

農
委
会
大
会

３
・
10 

㈮ 

主
任
職
員
協

３
・
17 

㈮ 

通
常
総
会

３
・
17 

㈮ 

常
設
委
員
会

食と農セミナー　小谷あゆみさん講演

ミカンの収穫を楽しむ参加者

羽村市産の新鮮な野菜を収穫した

産業祭では市内産の野菜などが売られ、
多くの客で賑わった

　

12
月
９
日
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

で
都
農
業
会
議
と
東
京
都
農
業
経

営
者
ク
ラ
ブ
（
眞
利
子
伊
知
郎
会

長
）
、
東
京
都
消
費
者
月
間
実
行

委
員
会
（
山
下
陽
枝
会
長
）
の
共

催
に
よ
り
「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
者
と
消
費
者
が
交
流
し
な

が
ら
共
に
学
ぶ
場
を
つ
く
ろ
う
と

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
都
内
の

農
業
者
と
消
費
者
あ
わ
せ
て
約

１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

で
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
小
谷

あ
ゆ
み
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
よ

ろ
こ
び
と
感
動
を
東
京
の
農
業
か

ら　

～
畑
で
イ
キ
イ
キ
、
楽
し
い

発
見
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

小
谷
さ
ん
は
、
都
市
農
業
の
良

い
と
こ
ろ
と
し
て
農
業
の
「
見
え

る
化
」
が
容
易
な
点
を
あ
げ
、
都

市
住
民
に
農
産
物
だ
け
で
な
く
体

験
と
感
動
を
提
供
す
る
取
組
を
進

　

そ
の
後
、
昼
食
会
が
開
か
れ
市

内
産
の
小
麦
を
使
用
し
た
手
作
り

う
ど
ん
や
米
や
野
菜
が
振
る
舞
わ

れ
、
参
加
者
は
地
元
の
味
を
楽
し

み
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
就

農
し
た
理
由
や
農
法
な
ど
に
つ
い

て
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

福
生
市
は
、
こ
の
ほ
ど
同
市
産

業
祭
に
て
市
内
の
農
業
や
農
業
委

員
会
、
農
業
関
連
イ
ベ
ン
ト
や
直
売

所
な
ど
の
情
報
を
ま
と
め
た
農
業
通

信
を
２
０
０
部
配
布
し
ま
し
た
。

　

農
業
通
信
は
こ
れ
ま
で
、
農
業

者
向
け
に
発
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
市
民
に
も
福
生

市
の
農
業
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
今
回
配
布
さ
れ
ま

し
た
。

　

産
業
祭
で
は
、
農
作
物
の
販
売

も
行
わ
れ
、
同
市
産
の
野
菜
な
ど

を
求
め
、
多
く
の
客
で
賑
わ
い
ま

し
た
。　

め
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
会
場
内
を
９
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
で
農
業
者
と
消
費
者
が
自

由
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
消
費
者
か
ら
は
「
生

産
者
か
ら
直
接
い
ろ
い
ろ
な
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

全
国
農
業
体
験
農
園
協
会
（
加

藤
義
松
理
事
長
）
は
、
12
月
12
日

に
農
業
体
験
農
園
の
利
用
者
を
対

象
と
し
た
「
東
京
農
業
を
巡
る
バ

ス
ツ
ア
ー
」
を
開
き
、
応
募
し
た

26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
武
蔵
村
山
市
の
下
田
農

園
で
ミ
カ
ン
狩
り
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
急
な
斜
面
に
苦
戦
し

つ
つ
も
丁
寧
に
収
穫
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
瑞
穂
町
で
５
軒
の
シ

ク
ラ
メ
ン
農
家
が
な
ら
ぶ
シ
ク
ラ

メ
ン
街
道
を
散
策
し
つ
つ
、
栽
培

現
場
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
瑞
穂
町
で
新
規
就
農

者
の
畑
や
マ
ル
シ
ェ
の
見
学
を
行

　

羽
村
市
農
業
委
員
会
（
宮
川
修

会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
西
多
摩

農
業
協
同
組
合
と
協
力
し
「
農

ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
羽
村
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
で
11
回
目
の
開
催
で
、
市

民
を
中
心
に
42
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
市
内
の
農
業
委
員
3
人
の
圃

場
を
ま
わ
り
、
ネ
ギ
や
大
根
、キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
の
収
穫
体
験
や
パ
ン

ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
の
生
産
現
場
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。


